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○委員長（大倉あき子さん）  ただいまから文教委員会を開きます。 

○委員長（大倉あき子さん）  初めに休憩を取って、本日の流れを確認したいと思います。 

○委員長（大倉あき子さん）  休憩します。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  本日の流れにつきましては、１、行政報告、２、管外視察について、

３、次回委員会の日程について、４、その他ということで進めてまいりたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、そのように確認いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  教育委員会が入室するまで休憩いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  教育委員会報告、本件を議題といたします。 

 本件に対する教育委員会の説明を求めます。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  今回、教育部の報告事項、１件、三鷹市立学校の教

育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画の策定についてでございます。昨年度、成立をいた

しました法改正、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部改正により

まして、教員の服務を監督する教育委員会に対して、新たにこの業務量管理・健康確保措置実施計画を

策定し、公表するということが義務づけられたところでございます。 

 また、計画の内容等について、市長と教育委員会で構成をする総合教育会議に報告を行うことなども、

併せて法律に規定をされました。 

 これを受けまして、三鷹市教育委員会では、本計画につきまして、令和８年７月10日開催の教育委

員会定例会で審議決定をしまして、同じく７月24日開催の総合教育会議において報告を行ったところ

でございます。 

 本日は、市ホームページ等での公表の前段で、計画の内容や今後の予定等について、本文教委員会で

御報告をさせていただくものでございます。資料に基づきまして、指導課長から御説明申し上げます。 

○指導課長（馬場章夫さん）  それでは、私のほうから、三鷹市立学校の教育職員に関する業務量管

理・健康確保措置実施計画の策定につきまして、詳しく御説明をさせていただきます。 

 資料１－１、三鷹市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画の策定について、

及び資料１－２、三鷹市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画を、それぞれ御

覧ください。 

 まず、資料１－１より、１番、策定の趣旨及び背景について御説明をいたします。先ほど部長のほう

から御説明があったとおり、令和７年６月に改正された公立の義務教育小学校等の教育職員の給与等に

関する特別措置法、いわゆる給特法が成立いたしました。この法改正によりまして、教員の服務を監督

する教育委員会に対して、新たに業務量管理・健康確保措置実施計画を策定し、公表することが義務づ

けられています。また、その実施状況の公表や、総合教育会議への報告を行うことも、併せて義務づけ

られております。 

 三鷹市におきましては、これまで平成30年３月に策定した、三鷹市立学校における働き方改革プラ

ンなどに基づき、教員の働き方改革を進めてまいりました。今回策定する本計画は、そうしたこれまで
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の取組を踏まえて作成したものです。具体的には、教員の時間外労働の削減や、ライフ・ワーク・バラ

ンスの向上に向けた、数値目標、そして具体的な取組内容を定めております。教員にとって最も重要な

職務は、子どもたちの教育であり、そこにしっかりと力を注げる環境を整えることが、子どもたちの学

校生活をさらに充実させることにつながると考えております。 

 それでは、資料１－２の１ページをお開きください。三鷹市の教員の働き方の現状から御説明をいた

します。１番、計画の趣旨、現状の(1)、計画の趣旨については、今ほど御説明したとおりになります。 

 続いて(2)、本市の現状の直近３年間の具体的なデータを御覧ください。時間外勤務時間については、

年々減少傾向にあります。しかし、直近、令和７年度のデータを見ますと、１か月当たりの時間外勤務

の平均は小学校で36時間３分、中学校で38時間50分となっておりまして、この改正給特法において、

国が示した目標値30時間、こちらを上回っております。 

 次に、時間外勤務が月45時間を上回っている教員の割合を御覧ください。令和７年度において、小

学校で31.7％、中学校で37.5％と、依然として小学校・中学校共に３割を超えています。さらに、月

80時間を上回る教員が小学校で2.2％、中学校で4.2％存在しているのが実態です。また、長時間勤務

となっている教員が特定の人物に固定化している傾向も見受けられます。一部の教員に過度な負担が偏

っている現状を認識し、教員が本来担うべき子どもたちへの指導に専念できる環境の整備と、健康保持

の取組をさらに推し進める必要があります。 

 こうした現状を改善するため、本計画では、大きく分けて２つの分野で明確な数値目標を掲げていま

す。 

 ２ページ、２、目標を御覧ください。１つ目は、時間外在校等時間に関する目標です。現在、平均

36時間から38時間となっている、１か月当たりの時間外勤務の平均時間を、国が示す目標値に従って、

令和11年度までに30時間以下に引き下げます。そして、喫緊の課題であります、月80時間を超える教

員の割合を、現在の２％から４％台からゼロ％にすることを目標とします。 

 ２つ目は、ライフ・ワーク・バランスや働きがいに関する目標です。教員の健康診断に併せて行って

おりますストレスチェックの項目にある、仕事のコントロールに関する健康リスク値を、現在の101か

ら全国平均値である100を下回るよう改善をします。さらに、東京都が都立学校に実施していた、学校

における働き方改革に関するアンケートと同様のものを市立学校でも実施し、教員としての仕事そのも

のに対する満足度を図り、満足度80％以上とすることを目指します。働きやすさだけでなく、教員と

しての働きがいを高めることも目指します。これらの計画の期間は、今年度から令和11年度までの４

年間といたします。 

 続いて３ページ、４、実施する業務量管理・健康確保措置の内容です。これらの目標を達成するため、

この４年間で重点的に取り組む３つの柱について御説明をします。 

 まず、(1)、教員が担うべき業務に専念できる環境整備と業務改善です。教員の負担を減らすため、

外部の人材や専門スタッフの力を積極的に活用します。例えば、教材費などの学校徴収金については、

既に教員以外のスタッフを中心に円滑に管理できている学校の事例を共有し、事務職員等々の適切な業

務分担を進めます。 

 また、学校が直面する問題が複雑化する中、法務的観点から相談支援を行うスクールロイヤーを導入

し、迅速な解決を図ります。部活動に関しましては、三鷹市立中学校における部活動の方針にのっとり、

適正な休養日や活動時間を設定し、過度な負担が生じることを防ぎます。休日の部活動には部活動指導



[速報版] 

 －3－ 

員を配置し、教員の休日出勤をなくしていきます。将来的には、学校施設の地域開放や地域クラブ活動

へ、運営等を担う組織づくりの準備も進めていきます。さらに、副校長、業務支援員やスクールサポー

トスタッフ、スクールカウンセラーといった、多様な専門スタッフを国や都の制度も活用しながら適切

に配置し、子どもたちや家庭への手厚い支援と、教員の負担軽減を両立をさせます。 

 次に、４ページ、(2)、学校における取組の推進です。学校内部の仕組みや意識の改革も進めていき

ます。教員一人一人も、校務支援システムで自身の勤務状況を把握し、限られた時間で最大の教育効果

を生むタイムマネジメントを意識した働き方へと意識転換を図ります。同時に、管理職が状況を適切に

管理し、長時間勤務の教員には面談や校務分掌の見直しを行うなど、組織的な改善を図ります。 

 小学校においては、授業準備の効率化や、若手教員のサポートに効果が高いとされる教科担任制を積

極的に推進し、学年全体で子どもたちを育てる体制をつくります。また、学校行事は、質の向上と効率

化の両立を目指し、開催の仕方を工夫します。定例の会議や研修は、必要性を精査し、オンライン化や

ペーパーレス化、回数の時間の見直しを行います。 

 また、学校支援ボランティアの調整などを行うスクール・コミュニティ推進員との連携を深め、地域

の方々の力を効果的に教育活動に生かしていきます。 

 続いて、５ページ、(3)、教育職員の健康及び福祉の確保に関する取組です。教員の心身の健康を守

るセーフティーネットも強化をしていきます。三鷹市教育委員会学校安全衛生推進会議を定期的に開催

し、労働環境の改善状況について学校と意見交換を行います。万が一、時間外勤務が月80時間を超え

てしまった教員に対しては、産業医による面接指導を確実に案内し、それ以外の教員にも気軽に健康相

談ができる窓口を周知します。 

 また、夏休みの学校閉庁日やノー残業デーの取組を推進して、休暇の取得を促すとともに、昨年度、

夏季休業日に合わせて試行実施をいたしましたテレワークを、長期休業中を中心として本格的に導入を

するなど、柔軟で多様な働き方の選択肢を広げていきます。 

 最後に、この計画の進行管理、フォローアップについてです。計画を立てて終わりにするのではなく、

出退勤管理システムや、ストレスチェック等を用いて、目標の達成状況を毎年度しっかりと把握をしま

す。もし課題が見られる学校があれば、教育委員会が個別に聞き取りや指導を行います。特に長時間労

働の教員がいる学校へは、その年度内に改善されるよう速やかに支援に入ります。取組の状況や目標の

達成度は、毎年度、市のホームページ等で透明性を持って公表します。併せて学識経験者からの客観的

な評価もいただきながら、必要に応じて計画を見直すＰＤＣＡサイクルを回していきます。 

 本計画に掲げた取組ですが、これらは学校だけの力で実現できるものではなく、保護者の皆様、そし

て、地域の皆様の御理解と御協力が欠かせないと考えております。学校の教員がよりよい教育環境の中

で子どもたちの指導を充実させられるよう、本計画を適切に実施していきたいと考えております。 

 最後になりますが、資料１－１にお戻りください。３、これまでの経過と今後の予定につきまして、

御説明申し上げます。本日のこちらの文教委員会で委員の皆様に御報告申し上げた後、市のホームペー

ジにて計画を公表し、各学園のコミュニティ・スクール委員会でも周知を図る予定となっております。 

 長くなりましたが、本計画の説明は以上となります。 

○委員長（大倉あき子さん）  教育委員会の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑のある方は挙手願います。 

○委員（石井れいこさん）  おはようございます。お願いします。ちょっと気になったのが、人と関
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わる仕事において、時間で切られるというのって、なかなか難しいことだなというふうに思うんです。

そこから人同士の、そこでまた問題というか、何か課題が出てきて、そこで考えなきゃいけないという

ことがあったりすると思うと、時間で区切っていくというのは、逆に心理的に負担になっていくのでは

ないかなとは思うんですけれども、どうなんですかね。 

 時間で絶対切らなきゃいけないのか、それとも、このくらいはいいよねというふうに考えているのか、

伺えればと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  こちらのほうは、やみくもに時間を短くしていくということではなく

て、当然それは業務の効率化と一緒というか、並行して行うものだというふうに考えています。人と関

わる部分、例えば子どもとの関係とか、そういった部分で削るのではなくて、例えばパソコンとかで教

材を共有化したりとか、会議をペーパーレス化したりとか、あらかじめその会議の内容をパソコンで送

っておくとか、そういった形で効率化できることはたくさんありますので、そういった部分で効率化を

しながら、業務の質を落としていくのではなくて、効率化を図ることによって、時間を削減していくと、

そのような考えでいます。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。そもそもの話なんですけど、小学校、中学校、それぞれ

主にどんなことが残業になってしまう原因だというふうに考えられますか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  こちら、残業になってしまう理由というのは様々ではあるんですけど

も、一部偏っているというところは計画の中でもお話をさせていただきましたが、今の段階では、特定

のスキルを持つ教員と、あとは経験値が高い教員に偏っていくという傾向があります。例えば進路指導

に強い教員とか、あとはＩＣＴ機器に強い教員とか、あとは部活動の顧問とかも含まれますが、そうい

ったスキルのある教員、経験のある教員に偏っているという部分は当然あります。 

 また、あとは、校長先生方のヒアリングとかを聞くと、若い先生でも、自分で教材研究に納得できず、

徹底的にやってしまうというような。それがいいか、悪いかというのは、また別のことなんですけども、

そういった傾向もあるということですので、当然これらにつきましては、偏りがないように、管理職の

ほうがしっかりと仕分をしたりとか、あとは負担を減らすような、校務分掌の見直しなどが必要になっ

てくるのではないかなと思っております。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。学校に配置するということって、東京都が決めるんです

よね。そもそもその時点で、そういうふうに調整ができないのかなと思うんですけど、そういうのは難

しいんですかね。 

○指導課長（馬場章夫さん）  人事のバランスというのは、当然のことながら、校長のほうも希望を

出します。ですので、若手教員と、中堅教員と、それからベテラン教員がバランスよくというようなこ

とで配置はするんです。ただ、どうしても季節的なものもありますので、行事の担当をしている先生と

か、例えば音楽科の先生が合唱コンクールのときの周辺で忙しくなってしまうとか、あとは、運動会、

体育祭のときに体育の先生が忙しくなってしまうとか、そういった偏りというのは当然出てきてしまい

ます。 

 あとは、これも是正していかないといけないんですけども、例えば教務とか、生活指導とかいう形で

分掌が分かれているときに、教務の先生は時間割をつくる時期とかっていうのが物すごく忙しくなって
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しまったりとか。そういったことで、様々人事のバランスは、中堅、ベテラン、若手というふうな形で

配置するようにということで工夫はしているところではあるんですが、どうしてもそういった偏りとい

うのは、現在出てきてしまっているというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。校長先生がどこら辺まで、どう見れているか分からない

んですけど、それは校長先生にかかっているという感じですか、その配分というか、役割分担みたいな

ものは。 

○指導課長（馬場章夫さん）  基本的に人事配置については、管理職、当然、校長だけじゃなくて、

副校長も校長のほうに具申というか、現場の状況を見ながら意見を言いながら、校長が最終的な配置を

決めていくことになります。ただ、先ほどの教育委員会でもという話がありましたが、在校時間等につ

いては、こちらのほうでも確認をすることができますので、そちらの内容を見て、学校のほうに、偏り

があってこういうふうになっているのではないかとか、そういうことを在校等時間を見ながら、管理職

については意見を聞いたりとか、助言をしたりということはできますので、そのような形で是正をして

いきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  ありがとうございます。運動会とか、いろんな音楽会とか、イベント事

があると思うんですけれども、あと学校公開とかが。結構、子どもたちのためじゃなくて、保護者に向

けてやっているようにしか思えなくて、保護者に向けて、子どもたちがそこに向けて合わせて何かさせ

られている感じを、私はすごい受けるんです。 

 なので、ああいったものって本当に要るのかどうかというのが疑問です。しかも、何回も学校公開と

かもやっていて、学校公開とかも、ふだんの様子じゃなくて、つくられたものを見せられるわけですよ。

こっちは、そんなのじゃなくて、ふだんの様子が見たいと思っていたりもするわけです。だから、本当

にそれって要るのかという、そもそもの疑問があったりするんです。根本から覆すような話になっちゃ

うかもしれないんですけれども。 

 そういったところの在り方というのも、本当に子どもたちが何をどうしたいのかという、運動会にし

ても、音楽会にしても、やりたくないという子もいたりするわけで。そういった一から話し合って、先

生がわざわざ親のために何かするということのために準備をしていくということが、私は無駄だなって

すごく思うので、そういったことから考え直すというのはできないものなんでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  行事については、しっかりと精選して、本当に必要なのか、そうでは

ないのかというのは見直す必要があると思っております。ただ、子どもたちがというのも、当然アウト

プットをするというところに教育的な効果というのも当然ありますので、そういったことを完全になく

すというのではなくて、ただ、回数が多かったりとか、過度な負担になっているとかっていう部分につ

いては、見直す必要があるのではないかなと思っております。 

 あとは、そこに当然のことながら子どもたちの意見も入れながら、行事を組み立てていって、それで

アウトプットをすることによって、子どもたちがそこに達成感とかが得られるような形になればという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  そうなんですけど、達成感とか、やったね、やり切ったねというので褒
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められるみたいなのがあると思うんですけど、それって結果を褒めるということになっちゃうから、過

程を褒める形じゃなくて、ほとんどのイベントが結果を褒めるような形になってしまっている。結果を

評価するって、あんまりよくないことだというふうに言われているじゃないですか。過程を評価しなき

ゃいけない。 

 だから、全てのそういうイベント事が、結果がよければいいみたいになってしまうので、教育として

どうなのかなというふうに、そもそも思うわけですよ。じゃあ、結果が駄目だったら、あなたは駄目な

のかみたいな考えにもつながってしまうので、そもそものイベント事というのをもう一回考え直すべき

なのではないかなと、私は思ったんです。それはそれで置いておいて、取りあえず考えていただきたい。 

 あと、休み時間に児童・生徒と遊んでいる教諭がいるんです。多分、それはコミュニケーションを育

もうとしていることだと思うんですけれども、いろんな御事情があるとは思うんです。でも、子どもの

休み時間って、子ども同士でのコミュニケーションだったりとかすると思うので、そこに大人が入り込

むというのはどうなのかなというふうには考えていて、その休み時間に先生の業務をやったらどうなん

だろうと、私は思うんですよ。 

 別に、遊ぶのは子どもたちで人間関係をつくっていかなきゃいけないので、時間の使い方というとこ

ろも、それぞれみんな合っているのかなというのがすごい疑問なのと。また、さっき校長先生と副校長

先生で話すって言っていたけど、それも、そこのキャパというか、見えていない視野というのが多分あ

るんじゃないのかなと思うんですよ。そういうのって、どうやって。それって無駄じゃないかと、誰か

が突っ込みを入れられるような状況というのってないのかなと思うんですけど。それって、ＣＳさんと

かになるんですかね。 

○指導課長（馬場章夫さん）  遊んでいるというところもあると。特に中学校では、あまりそういっ

たケースは見られないんですが、小学校の場合は、特に子どもたちがいるところに教員がまた移動して

遊ぶというのもあるんですけども、そこに当然のことながら、子どもたちの安全を見守るというところ

が含まれています。 

 特に校庭等では、危険な遊びとか、けがや事故が起きるような場面というのも、子どもたち同士では

起こり得ることもありますので、その場に教員がいて、遊びながら子どもたちの安全を見守るというの

が、教員が今考えて行っている業務だというふうに考えています。 

 以上です。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  指導課長の答弁に補足いたしますが、発

達段階によっていろいろ様々なんですけども、遊びに行っているとき教員が関わるかどうか。発達段階

に当然関わってくるんですけど、例えば小学校の低学年だと、まだまだ子ども同士の関係をつくるのが

すごく難しいという子もいる。遊びたいんだけど、どう関わっていいのか分からないというような子が

いるので、そういうときは教員がつないであげるというような役割は、すごく教育的効果も高い。 

 学習のときでは見えない子どもたちの姿というのは、遊びのほうからも見えるので、そういうところ

から、子どもたちの授業では見えないんだけど、遊んでいるときの姿で、ああ、こういう一面があった

というような発見にもなるので、児童理解も深まるという意味でも、すごく。確かに、遊んでいる時間

に丸つけとかやったらという考えもあるんですけど、それ以上に、子どもたちの児童理解を深めるとい

うのには、すごく教育的効果は高いなというふうに考えております。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。今言われているのが、大人が介入し過ぎるのと、子ども
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たちの主体性を奪ってしまうという観点から、子どもたちのトラブルだったり、コミュニケーションだ

ったりというのにはあまり介入しないほうがいいというのがあるとは思うので、そういう点で言わせて

いただきましたけれども。 

 本当に、走り回って、わあっとかって、そんなに体力を使って大丈夫かなというぐらい走り回ってい

る方とかもいらっしゃったりするので、本当に大丈夫かなって、私は思ったので確認させていただきま

した。見ることは大切だとは思います。 

 あと、スクールロイヤーを導入するというふうにありました。これって学校側の弁護士さんというイ

メージがあって、学校での事実、学校で起こっている事実というのは、何も記録、録音も、録画もされ

ていない状態で、みんなの口頭だったり、何人かの先生が見ていましたとか、そういう状態じゃないで

すか。そこの中で事実をどうやって把握していくのかというのがあると思うんです。 

 なのに、スクールロイヤーというのを入れちゃったら、大人側の意見をただ正当化するだけにすぎな

いんじゃないのかなと。子どもたちが不利になってしまう要因になるのではないかと思うので、子ども

たちを守るために録音を常にしておくとか、発言がちゃんと音声で残っているような状態にするとかし

ておかないと、大人の意見のほうがちゃんとしているというふうに捉えられないかと思うんですけど、

そこら辺はいかがでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  スクールロイヤーにつきましては、いわゆる学校側に立つ代理人とい

う性質ではなくて、これはスクールロイヤーさんは誰でも言うんですが、あくまでも子どもの利益を最

善にすると。保護者の方とか子どもと争うためではなくて、問題がこじれる前に、法務的な観点から助

言をすると。初期段階で円満な解決を図るというような存在ですので、私の前の自治体でスクールロイ

ヤーはいましたけれども、当然のことながら、学校に対しても、これはこうではないだろうとか、それ

はこういうふうにすべきではないかというような助言をいただきます。 

 ただ、そういった観点がないまま長くなってしまって、こじれてしまうというようなことになってし

まうと、本当にその段階で訴訟とかが起きてしまいますので、それ以前の段階で、スクールロイヤーの

助言や指導によって、学校側と保護者側とか、生徒側とがこじれる前に、円満に解決できるような道を

探っていくというのが、スクールロイヤーに期待される役割となっています。 

○委員（石井れいこさん）  ありがとうございます。スクールロイヤー、何人の方が、何校に、どの

くらいの配置とかっていうのがあるのか、それとも、御連絡をして、こういうあやふやな問題があるか

ら、お願いしますというふうに、都度、都度なのか、ちょっと伺います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  これも、したてというか、これについては、まだこれから検討という

ことになりますが、一般的なお話をさせていただくと、学校につくというよりは、市内の全校を見守る

というような形で、自治体の規模によって、２人とか、３人とかいう形で見てもらって、何かあるたび

に相談をしていくという形になります。 

○委員（石井れいこさん）  何かあるたびにって、何かってどういう基準になるんですかね。 

○指導課長（馬場章夫さん）  これは、当然のこと、学校側からということになるんですけども、う

まくいかなくなってきているとか、あとは、これは、このまま行くと法律的にどうなんだろうというよ

うな疑問が生じたときに、気軽に相談できるというような仕組みです。 

 やはり、顧問弁護士とか、そういったことになると非常にハードルが高いんですが、それがスクール

ロイヤーとなると、本当にちょっとしたことでも、電話をかけて相談ができるということで、こじれる
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前というか、本当に疑問が生じた段階で相談ができると、そういった役割になっています。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。それは、学校側からということですね。保護者から聞く

話ですけど、学校も信じられないし、教育委員会も信じられない。だから、私たちは言う先がないみた

いな。我慢して、ひどい場合は転校させるしかない、引っ越して違う学区に行くしかないという言葉も

聞いたりするんですけど、そういう保護者の声が行きやすいというところにはならないんですよね。 

 それは、あくまでも先生であって、学校も、教育委員会もって言っている保護者が言う先みたいなの

というのはないですよね。 

○指導課長（馬場章夫さん）  ただ、転校とか、そういったような段階になるというのは、学校側と

しても大きな問題であると思います。そういった段階になりそうな前というのは、教育委員会のほうに

も話も入ってきますので、その段階で教育委員会のほうから、この案件は学校だけで抱えるんじゃなく

て、保護者の話も聞きつつ、スクールロイヤーに相談したほうがいいんじゃないかということで、必ず

スクールロイヤーを頼むときには、教育委員会を経由して頼むことになりますので、それはスクールロ

イヤーを活用しなさいとか、こちらのほうから連絡をしますとかいうこともできますので、そういった

意味では、学校が抱え込むという場面は少なくなるのではないかなと思います。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。あと、休みの日に先生は学校に来なくても、パソコンが

借りられるみたいなんです。それで、パソコンを持っておうちで作業ができたりするみたいなんです。

その台数に制限があって、早い者順じゃないけど、それが借りれなかった人は、学校に来て仕事をする

という形らしいんですけど、その台数制限というのは何か事情があるのか。どういった理由でなのか、

ちょっと伺います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  基本的には、自宅に持ち帰ってまで仕事をするというのは、積極的に

推奨しているものではありませんので、ふんだんにあるという状況というのは、働き方に関しては逆行

しているかなというふうに考えています。 

 あとは、パソコンを通じて外でできるようなということで、その仕組みをうまくパソコンに持たせる

という部分も、それはふだん学校内で使っているパソコンというのとは仕様が変わってきますので、そ

ういったものをふんだんに持つということは、今の状況ではないというところです。あまり台数があっ

て、みんな学校から自宅に持ち帰って仕事をしましょうというのは、働き方改革とはちょっと違うかな

というふうに考えているところもあります。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。いろんな環境で作業ができたほうがいいのかなと思った

ので、確認しました。 

 あと、前からそうだったのかもしれないんですけど、そもそもの学習指導要領がいっぱい過ぎている

のではないかなというふうに考えるんですけれども、その点はどうなんですか。無理あるよという内容

量なのか、それとも、そんなことはないんだよと。国が指示しているこの時間内で本当はできる内容な

のか、それとも、いやいや、無理でしょうということなのか。 

 人によって、スキルによって、無理なのか、無理じゃないのか。それとも、どんな人でも、大体この

時間内でできる量ですよねということになっているのかというのを伺えればと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  学習指導要領の内容につきましては、今定められている標準時間の中
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で行うことが、効率化とか、工夫によってということになるのかなというふうに考えています。今、デ

ジタルも入ってきましたし、そういったところで活用をしながら、今までみたいに板書を書いて、ひた

すらノートを移して、先生がしゃべってみたいな、そういった旧態依然とした事業を進めていくと、な

かなか難しいところもあると思うんですが、今はそういったことがなくても、デジタルでできるところ

がありますので、こういった工夫というか、事業者側の転換というのは、当然必要にはなってきますが、

それが果たせれば可能だというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。スクール・コミュニティ推進員との連携ってあるんです

けど、これ、本当に要るのかなというのが気になりまして。教員側の気持ちに立つと、スクール・コミ

ュニティの人たちとちょいちょい会うことがあるから、だから、じゃあ、もうＰＴＡとは連携取らなく

てもいいでしょうという考えになっている人もいたり。ＰＴＡも連絡取って、スクール・コミュニティ

の人たちとも連携取ってみたいな、あちこち大変だよという方もいらっしゃるみたいなんです。 

 だから、スクール・コミュニティの方たちと会ったり、話したりするって本当に必要なのかどうかと

いうのが全然見えてこないんです。それこそ業務負担なのではないかなと思うんですが、そこら辺は、

なぜこれをやる意味があるのかというのを、いま一度教えていただきたいんですが。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  スクール・コミュニティ推進員との連携

というところですが、様々、今、各教室で個別に支援が必要なお子さんとか、もちろん教員が100％や

るんですけれども、子どもたちの質を上げるために、さらにプラスアルファの120％の教育を与えたい

となったときに、例えば支援員、支援の方をお願いするとか。 

 あとは、地域学習なんかは、教員って、三鷹の地域のことというのはなかなか十分に把握できていな

いという部分があるので、そこは、地域に住んでいる方の知識とかを利用、活躍してもらうことによっ

て、子どもたちがより三鷹の地域のことを知るというようなところでは、すごく教育効果が高まるので。 

 確かに打合せの時間とかは取られるんですけど、それ以上の教育効果が得られるというところで、教

育の質を上げていくというところでは、この働き方改革にはつながっているというふうに考えています。 

○委員（石井れいこさん）  それは、保護者であるＰＴＡの方たちとうまいことやっていくというこ

とではなくて、スクール・コミュニティ推進員のほうがいいんですかね。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  スクール・コミュニティ推進員というの

が、そういうような地域の方を、多分、例えばボランティアとかをやってくれる人を探したりとか、紹

介する人なので、だから、そこの仲介役、その人との連携をしていくということなので。特に入ってく

る方が保護者という場合はありますけども、そうではなくて、基本的には仲介役をやってくれるスクー

ル・コミュニティ推進員との連携をしていくということになります。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。先生１人当たりって、どのくらい時間を取られるんです

か、コミュニケーション。そんなに取られないんですかね。月１回ぐらいとかなのか、それとも全く連

携しない先生もいたりするんですか。全員が取るわけではない。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  学校が何を依頼するかにもよるんですけ

ど、例えば総合的な学習の時間で、例えば二、三か月ぐらいにかかる地域探検に協力する人を探してほ

しいということであるならば、学習の前に、何時間ぐらいか分からないですけど、大体一、二時間、計

画のやつを説明して、誰かいませんかというようなことがあるので、そんなに年間を通じて、長期にわ
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たってずっと関わるということはないです。 

○委員（石井れいこさん）  すみません、私、勘違いしていたけど、先生たち、スクール・コミュニ

ティ推進員じゃなくて、コミュニティ・スクールのＣＳさんのほうとも連携を取っていないですか。管

理職だけですか。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  コミュニティ・スクール推進員の方とは、

連携とか、親睦を深めるというので各学園で熟議とかをやっていますけれども、日常的に先生が何かで

ずっと打合せするとかというのは、現状ないというふうに認識しています。 

○委員（石井れいこさん）  ありがとうございます。あと、ストレスチェックなんですけれども、ど

んな形でやっているのか。自己申告制のような形なのか、それとも、普通に素直に答えていく中で、そ

こから見えてくるストレスが分かるようになっているのかということ。 

 それと、この値が高い場合というのは具体的にどんなことがあるのかという、研修とか、ケアとかが

あるのかというのを伺います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  ストレスチェックにつきましては、これは義務づけてやっているもの

であります。教職員の健康診断に合わせて、同時に提出をしてもらっているものです。回答制というこ

とになっていますので、教員のほうが質問項目について回答をしていくということです。 

 ここに書いてあります仕事のコントロールについては、どれだけの量があるのかというような部分と、

あとは実際の仕事を自分でコントロールというか、ちゃんと把握して動かせるのかという部分について、

その通知から判断して、数値が算出されるということです。 

 以上です。 

○委員（石井れいこさん）  私が聞きたかったのは、例えば出産した後に、自治体からストレスあり

ませんか、気分が落ち込むことはありませんかとかいうアンケートが来るわけですよ。それで、それに

チェックすると、この人はおかしい人だって思われるかもしれないから、あえて大丈夫ですというとこ

ろにチェックしたりする人もいるわけですよ。駄目だってやると、行政が来ちゃったらどうしようとか

いう不安があったりするから。 

 だから、そういうふうに自分で大丈夫ですというふうにやれるようになっているのか、それとも、分

からない形式で質問があって、素直に答えていけば、そこから見えてくるというか、直接的な問いじゃ

なくて、裏を回した質問になっているのかというのが知りたいんですけど。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  ストレスチェックの制度なんですけれども、これ労

働安全衛生法に基づく制度という形です。労働安全衛生法に基づきまして、労働者50人以上の事業所

では実施が義務づけられているというもので、三鷹市役所でもやっておりますし、私もお答えをしたり

しているものです。三鷹市立学校については、市教育委員会で実施をしているという内容になります。 

 内容としては、厚労省が示す57項目だったかと思いますけれども、調査票に基づいて、ざっと回答

していくというような形で、私自身もお答えしています。こうすれば、こうなるというようなものとい

うよりは、直感的にだあっと回答していって、それで結果が出てくるという内容でございます。 

 個人のストレスチェック結果を直接通知しまして、高ストレスと、面接指導対象者に対して、医師に

よる面接指導を受けるように勧奨したり、面接指導以外にも、ストレスチェック結果に関する労働者か

らの相談対応を図るということなどの取組を行うというのが、このストレスチェック制度の内容でござ

います。 
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○委員（石井れいこさん）  ありがとうございます。制度は１回置いておいて、研修とか、ケアとか、

じゃあ、どのぐらい高い人は出口というか、ものがあるのかというのが知りたいんですよね。対話して

くれる誰かがいて、そのストレスを緩和して、どう解決につなげていくのか、みたいなところにちゃん

と案内してくれるのか、それとも、はい、高いですよだけ突きつけられてしまうのか。それか、出口は

何か所もあったほうがいいと思うんですけれども、そういうふうに選べるようになっているのかどうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  ストレスチェックにつきましては、これは個人個人、学校の管理職と

かが中身を把握するというのではなくて、まずチェック先というか高ストレスの方たちに対して御案内

をして、そこで医師とか、そういったところの訪問相談を受けたりとかして、そのストレスの具合を見

たりとか、改善方法について指導をするというような形になっています。 

 ですので、ストレスが高く出てきても、そこで放置というのではなくて、個人の状況に合わせて相談

体制というのがとられている形になります。 

○委員（石井れいこさん）  じゃあ、窓口というのはいっぱい、何個か選べるような形というか、医

療につなげるという感じになっているんですかね、心療内科とか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  窓口というか、高ストレスと判断された時点で、相談員からすぐ連絡

が来て、面接日程を組まれて、そこで相談をして、その状況に応じて、その相談員が医療とかを含めて

適切なアドバイスをしていくという形になります。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。あと、すみません、三鷹市は小・中一貫の取組があって、

先生たちが、小学校の先生は中学校に行ったり、中学校の先生が小学校に来たりみたいな、行ったり来

たりみたいなことがあるようです。自分たちが持っている時間を行ったり来たりするという中で、それ

が業務負担なのではないのかなとも考えられるわけです。 

 だって、小・中一貫、行ったり来たりやっていて、本当に成果があるかどうかというのが分からない

中で、先生たちがやっていることって、当たり前のようにやっているかもしれないんですけど、この点、

無駄だなというふうには検討はされているのかどうか、伺います。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  確かに物理的に、どうしても自分の授業

を、例えば時間講師の人に預けて、例えば中学校の先生が小学校に行くとか、小学校の担任の先生が中

学校に行くということはあるんですけど、校長先生だったり、実際の先生たちにどうですかという話を

毎回聞くようにはしているんです。 

 その中で、先生方が物理的な負担は確かにありますと。ただし、両方ともやっていても、子どもたち

の成長の段階が、例えば小学校の担任がやっていたら中学校に行って、小学校の頃、ああ、これだけ中

学校で伸びるんだとか、こういうことができるようになったんだというようなことがよく分かるという

こともあるし。 

 逆に、小学校の先生が中学校の先生の授業を見ることによって、小学校では、どうしても先生がリー

ドして、リードしてという授業をやっていたんだけど、中学校だと大分自分でやれるようになってくる

というふうになると、そこを踏まえて、高学年では、授業の在り方をどこまで変えられるか分からない

けど、特にベテランの先生がそんな話をしてくれて、自分の授業改善のきっかけになるとか。 

 当然、中学校の先生からすると、小学校の手厚い関わり方というようなことが、例えば発問とかも結

構淡泊になったりとか、分かりにくかったりするんだけど、小学校を見ると、ああ、それだけ丁寧にや

っているんだというようなことが分かったりとか。低学年の子どもたちって、こんなにすごく大人がか
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かってやらなきゃいけない中、６年間育ってきて、今があるんだというようなことがよく分かるという

ことなので。 

 そういうところの自分の指導感を振り返るとか、子どもたちの成長をすごく実感するというのでは、

実質、時間がかかるものだけど、すごく意味はあるというような言葉は言ってくださっています。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。見たりするのって、すごい勉強になると理解するんです

けれども、その回数というのが半年に１回でいいのか、年に１回でいいのか、しょっちゅうあるのかと

いうのも、またそこで変えられるかなとは思うんですよね。 

 別に、毎回、毎回見ていかなくても、それはもしかしたら半年に１回でもよかったのかもしれないと

か、１年に１回でも、それは十分発見できることかもしれないんですけれども、そういった回数は何か

調整を、この業務負担の観点から減らしていくみたいなのというのは考えられてはいるんでしょうか。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  ちょうど今、三鷹市では小・中一貫教育

と、コミュニティ・スクールを導入して20周年という節目を迎えることになって、当然その在り方と

かっていうようなことも、今話題にしています。何回行っているのか、あとは、どれぐらいの人数が関

わっているかというのも、正直、学校によっては多少偏りがあったりするというところもあるので、い

ま一度、小・中一貫教育の乗り入れ授業の在り方というようなことについても、今後、この先続けてい

くということでは、検討していきたいなというふうに考えております。 

○委員（石井れいこさん）  分かりました。あと、最後のところにあった、保護者や地域に周知して、

理解・協力を得られるように取り組みますというところがあります。これは違うんじゃないかなと、私、

思うんですよね。 

 例えば、市役所の業務がすごい大変だから、市民の皆さん、ちょっと気を遣ってあげてくださいねみ

たいな感じに受け取られちゃうというか、学校の問題は学校であって、地域の人たちとか保護者にそれ

を言うのはちょっと違うのではないかと考えます。保護者がもしこれを言われたら、常に保護者は、先

生たち、大変だから言っちゃいけないとか、先生の業務負担を増やしちゃいけないから、だから、自分

たちの困り事を言わないようにしようというふうに、保護者からも聞いているわけです。 

 なので、先生たちが大変だというアピールをされちゃうと、ちょっとのことでも相談ができなくなっ

たり、大きな問題への発見がしづらくなるから、学校はいつでも何でも御相談くださいという体制を取

っておかなくてはいけない。大変ですアピールはしちゃいけないというふうに、私は考えるんですよ。

これは、だから、言わないほうがいいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  先生、大変だから、大変だからというようなこととは考えておりませ

ん。例えば先ほど、委員のほうからもお話がありましたけども、行事の精選とか、あとは短縮とか、そ

ういったことについて、そういった形でこれから見直しが始まっていく中で、しっかりと見直しして、

子どもたちがより効果的な、それで負担をかけずに、なおかつ質を向上させていくというような部分で

すよね。過度な練習もそうですし、あまりにも長時間に及ぶようなものとかは短くするとか。 

 そういったものについて、質を維持しながらでも、ただ見直しをしたりとか、精選したりとかすると

いう部分については、保護者や地域の方にはきちんとお話をしていかなければいけないことだと思って

います。そういう意味できちんと理解をしていただいて、御協力をお願いしたいという意味で取ってい

ただければと思います。 

 以上です。 
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○委員（石井れいこさん）  分かりました。確かに業務、イベント事が減っているとかいうことであ

れば、地域の方々や保護者にちゃんと説明が必要だというのは分かりました。 

 一応、だからといって、学校に何も言えなくなるような状況じゃないというのも、必ずセットで言っ

てほしくて、今までと変わらず、学校へのお問合せとかもしていただきたいし、小さいお困り事だと思

ったとしても、それを言ってほしいということはセットで言っていただかないと、勝手にみんなは判断

しちゃうことだと思うので、お願いしたいんですが、いいですかね。 

○指導課長（馬場章夫さん）  もちろん、子ども最優先ですので、そのような相談はしっかりと受け

止めるようにということで、学校のほうには指導しますし、そのような誤解を受けないようにというこ

とで、そちらのほうも校長会等を通じてお話をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  よろしくお願いいたします。最初から行かせていただきます。２ページの

目標のところにある時間外在校時間とかのところなんですけれども、４ページによると、校務支援シス

テムでの在校時間の記録を取っているというふうに書かれてあります。校務支援システムは、先生が来

ましたと言って、自分で昔のタイムカードを押すかのような感じでチェックをするというような、そし

て、帰りに、帰りますとやるのかというのを、１つ聞きたくて。 

 例えば、パソコンを立ち上げた時間と、落とした時間で測っている会社もあるんです。特に学校なん

かはパソコンだけじゃないと思うんですけれども、これだけで本当に時間というのがちゃんと測れてい

るのかというのが少し不安なんですけれども、いかがでしょう。 

○指導課長（馬場章夫さん）  パソコンを立ち上げたとかいうことではなくて、打刻になります。 

○委員（原めぐみさん）  先生によっては、自分自身で、例えば仕事が遅いほうだからとか、そうい

うふうに思っている先生もいると思います。そういった場合は、やらなかったりとかいうことがあるの

かなあと思っていて、そういうのは仕方ないのかなというところもあるんですけれども。 

 在校時間だけで測るというのが、ちょっと危険かなと思ったので、もうちょっとほかにも何か方法が

ないのかなと思うんです。実際に学校にいるという時間が短くて、ちゃんと仕事ができるんだったらい

いんですけれども、子どもたちの教育の質の低下、ちゃんと見るものを見てあげられなかったりという

ことだけは避けていただきたいと思うんです。その辺りは、これまでの数年間、どういう分析でいらっ

しゃいますか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  働き方という部分については、当然のことながら、在校等時間だけで

はなくて、量とか、質とかという部分の問題にもなってくると思うんです。基本的には、効率化という

のがまず第一になってくるのかなと思います。例えば、教材を１人で作ったやつをみんなで共有をする

とか、そういったことでも大分時間は割けることができます。あとは、今まで全て印刷業務とかもあっ

たところを、全部デジタルで済ますとか、そういったことで中身を効率化させていくというのが考えら

れます。 

 あと、後から、もう一つは、管理職のほうが自己申告というのを必ず行うんですけども、当初申告、

中間申告、それから最終申告ということで面談を行うんですが、その中でも先生方の負担等を聞き取っ

て、校務分掌の見直しをしていくということが考えられます。ですので、単純に労働時間というだけで

はなくて、先生方の量的な部分の負担もいかに取り除いていくかというのが大事なことだなというふう

に考えています。 
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○委員（原めぐみさん）  先ほども質疑の中でございました、板書を書いて、ノートを作ってといっ

た旧態依然とした形というのを減らしていって、先生方がスライドなんかを映してというような形の授

業というのも、実際に私も何度も見させていただきましたし、生徒たち、子どもたちからも伺っており

ます。 

 しかしながら、そこが本当に子どもたちの教育の質の向上というところと、働き方改革というのは本

当に難しいところだとは思うんですけれども、生徒側に立つと、先生が板書を書いていたものをノート

に書くと、例えば自分で写すことで勉強になる。それから、そのスライドを写そうと思っても、先生が

早過ぎて写せない。だから、ｉＰａｄがあるのかなと思うんですけど。だから、先生方にいいか悪いか

を聞いていないけど、ついていけないから写真を撮ってきたんだという子もたくさんいます。 

 これは特に中学校、本当にあります。そういったところも、ちゃんと教育委員会がぜひ分かっていた

だいた上で、教職員の働き方改革というところを進めていっていただきたいと思います。旧態依然とし

た形というのが、昔ながらのやり方が子どもたちにとっては非常に効果が高いという場合もあります。

これは、どうしても自分で見ただけでは入ってこない。 

 見て、視覚的にすごく覚える子もいるんですけれども、見たことで、書いたことで覚えていくという

こともありますので、それ１つ取ってどうこう言うのも問題かと思いますけれども、こういうこともあ

りますということは覚えておいていただきたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  委員がおっしゃるとおり、板書を書いたものを写すということも、当

然教育的な意味もありますし、効果があるというふうに、それは考えております。ただ、問題はバラン

スだと思いますので、いかにうまくデジタルを混ぜながら、あとは子どもたちがノートに写すという作

業も、当然書いて覚えるということもありますので、全てが全てデジタルに移行するというのではなく

て、その中のバランスを考えながら授業を進めていくというのが非常に重要だと思っています。 

 例えば、子どもたちの話合いの時間をつくるとか、共同的な作業をするときなんかは、デジタルに傾

いて、そういった時間を確保するとかいうのもあるでしょうし、知識をしっかりと定着させたいなんて

いうときには、板書を書いて、子どもたちにしっかりノートに写させるとかいうようなこともあります。

そういったバランスが非常に求められると思いますので、こういった辺りも学校のほうには、しっかり

と話をしていきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  指導課長の答弁に補足いたします。委員

おっしゃるとおり、板書の在り方、学習の在り方というところで、つい７月末に初任者研修というのが

あったんです。授業をつくっていくという話で、中学校の先生って、タブレットでスライドを作って授

業をやろうとしていたんですよ。なので、自分も、いやいや、板書の役割というのがあるでしょうと。 

 例えば、先生が手でしっかりと子どもたちの意見を聞いて、書いてあげることによって、子どもたち

はそれを理解するし、先生の書くスピードが子どもたちにとっては理解が深まる子もいるから。ぱっと

やると、確かに大人はそれでいい、分かりやすい、知識が入るというだけだったらいいけど、子どもた

ちに考えさせて、身につけるということがあるんだから、そこは教育者として、そこの教育的効果を見

失うと、公立だけに走るから、そこは絶対忘れちゃいけないことだというのは指導しました。 

 あと、各学校に行くときも、結構スライドを使ってくれるのはいいんですけど、板書の必要性という

ようなところが、今先生たち、ちょっと抜けがちになっているので、あまり詳しくは説明しませんけど、
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書くことによって子どもたちの脳の理解というところもあるから、そういう脳科学的な観点から言って

もそうだし、今まで積み上げてきた先生たちの教育的観点からすると板書も必要なので、全てをＩＣＴ

で代用するということは間違っているよというようなところは、今、指導していて、引き続き指導して

いきたいなと思っています。 

○委員（原めぐみさん）  本当にお願いしますね。バランス、本当に大事だと思います。スライド、

非常に多いです。先生方がチョークを持たなくなってきています。スライドが全て悪いわけでは、もち

ろんないですけれども、見せて、視覚的にすごく見やすいものもたくさんあって、先生が板書にはでき

ないことというのもありますので、大事だとは思うんですけれども。ごめんなさい、スライドの話にな

っちゃってあれなんですけれども、スライドが多過ぎて、その中で本当に何が大事なのか分からないん

です。 

 先生が書く板書であるならば、それなりの量しか出せないです。スライドだったら、かなりの量が出

せます。そして、その中でテストが行われます。本当にこの現状が、こんなにスライドがあって、テス

トはこの中で出るんだと言われていて、学習指導要領のお話もありましたけれども、ちょっとかわいそ

うだなって思います。 

 子どもたちが頭に入らないだけではなくて、先生方のスライドと、板書というものの考え方として、

スライドだったら、細かいところまで出しやすい、いろんなところをスライドで映しやすいというのが

あるとは思うんですけれども、バランスを本当に大事にしていただきたいと思います。そこには、もち

ろん働き方改革も考えつつだと思うんですけれども、意見として聞いておいていただけたらと思います。 

 それから、教職員のストレスチェックが、目標を100以下にして、101になっているというところが

現状ですけれども、このストレスチェックが１上がるってどれぐらいのものなのか、言葉では説明しづ

らいかと思うんですけれども、なぜ少しでも高かったのかという分析はできていますでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  この101というところが、１という刻みがどういったものを表すかと

いうことについては、正直言ってなかなか把握できていないところです。基本的には、医療機関という

か、健康診断のときに行って、個人個人でやったものが、機関からまた本人のほうに戻されるというと

ころですので、そこの１の刻みをどのように分析していくというのはなかなか難しいところです。こち

らのほうとしては、全体的な数字というか、そういったものしか把握することが。当然、プライベート

に関わる部分でもありますので、それしかできないというところはあります。 

 ただ、平均が100というのははっきりしていますので、三鷹市の今の教員が100よりも、１であって

も上回っているということは、これはすごく大事なことだというふうに考えていますので、この100を

まずは割るというところを目指していきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  そうしたら、目標を立てづらいですよね。こういうところで、ストレスを

これぐらい減らせるとか、そういった目標が立てづらいなと思ったので、ちょっとお伺いしましたが、

来年の様子を見たいなと思います。 

 ３ページに行かせていただきます。部活動ですよね。私は、申し上げていますとおり、休日だけに部

活動指導員を入れても、そこまでの働き方改革にならないのではないかというふうに思います。とにか

く、平日にも活動指導員というのを入れていただき、そして、子どもたちの活動の機会を損なうことな

く、かつ、先生方の負担を減らす。部活動の顧問は学校の先生であるべきだと思いますけれども、顧問
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が指導する必要はないわけで、指導員を平日に入れるということが、今はまだこの三鷹市で学校部活動

というものが存続しているのであるならば、子どもたちはそこに入りたい子がいるわけですから、そこ

で活動の機会が奪われてしまうと、公式戦などにも影響がありますし、少しでも活動させてあげたいと

いう思いがあります。 

 ですので、平日、部活動指導助手と部活動指導員を分けるのではなく、部活動指導員を入れていくと

いうことをお考えになっていただけないでしょうか。改めてお伺いいたします。 

○指導課長（馬場章夫さん）  まず、部活動指導員につきましては、教育委員会としましては、先生

方の休日に当たる土曜、日曜日を、確実にしっかりと休んでいただきたいというところがまず第一だと

いうふうに考えていますので、休日の配置に、今注力をしているというところになります。 

 平日につきましては、部活動指導補助の方ということになっているところでありますけれども、でき

るところというか、限られた予算をどのように使っていくかというところで考えたときには、まずは休

日に行かせていただきたいというのがお答えになるかなと思っております。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  今の段階で、休日に注力しているというふうに、今お話がありましたけれ

ども、今後は変わっていく可能性はありますでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  今後のことについては、今ここでしっかりとお答えするということは

なかなか難しいかなと思っておりますが、先生方の負担を考えて、どのようにしていけばいいのかとい

うのは、当然これも考えていかなければいけないというふうに考えております。 

○委員（原めぐみさん）  平日の指導助手に関してですけれども、指導助手に関してもお金が出てい

ないわけではないですよね。だから、予算という意味ではそう変わらないかなというふうに思いますの

で。もちろん、どこかすみ分けみたいなのがあるのかもしれないんですけれども、必ずいつも働き方改

革と、子どもたちの利益というのが、どうしても逆行してしまうときがあるような気がしてしまうので、

子どもたちの活動の機会というのを十分に確保する上で、働き方改革をなさっていただきたい。 

 それが、今回、私が申し上げている指導員を雇うということは、働き方改革にも寄与するというふう

に考えております。それに対してはいかがですか。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  まず、教員の働き方改革というところですけれども、

今回、計画の趣旨というのは、冒頭にも掲げさせていただきましたとおり、教員の最も重要な職務であ

る、子どもたち、児童・生徒の教育に力を注げる職務環境を整備して、児童・生徒の学習をはじめとし

た学校生活のさらなる充実、三鷹市の学校教育の質の維持向上を図る、これが目的なんだということは

掲げさせていただいているところでございます。 

 そうした意味では、委員おっしゃることについて、そうした視点を持って、この働き方改革もしっか

り進めていかなければいけないものだということは、十分認識をさせていただいているところと思って

います。 

 また、併せて部活動改革と言っておりますけれども、部活動について、どういうふうに地域展開も含

めて改革をしていけるのかということについても、主題としては、教員の働き方改革ももちろんありま

すけれども、子どもたち、生徒の多様で豊かな、また新しい放課後としての部活動の充実を併せて図っ

ていくんだ、これが目的だろうと思っています。体験、活動できる持続可能な場をしっかり確保してい

く、これが必要なことだろうというふうに思っています。 
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 その上で、部活動指導員の件でございますけれども、現在、土日に活動を行っている部活動への指導

員の配置ということで、国や東京都の施策と連動しながら、財源を得て、そうした限られた予算の中で

教員の土日の部活動指導の負担軽減を図ることを目的として、今行わせていただいているところでござ

います。 

 平日には、同じ部活動指導員が部活動指導助手として指導に当たることも可能というふうにはさせて

いただいているところでございます。それも、御指摘のとおり、現状、予算、全部一般財源で行ってい

るところですけれども、限られているということでの御指摘もあるのかなと思っています。休日の部活

動指導員による指導内容も生かしながら、現状、平日は、教員ですとか、保護者、地域の方の支えの中

で、部活動指導助手というのも、今の予算の枠の中ですけれども、活用いただきながら、子どもたちが

自主的な活動ができるよう、しっかり取組を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

○委員（原めぐみさん）  本当に平行線になってしまうんですけれども、部活動指導員が、平日、部

活動指導助手の顔をするというのも変だなというふうに思います。それだったら、部活動指導員でよく

ないですか。平日は部活動指導助手になるから、指導できる方なのに、顧問がいないと指導できないっ

て、ちょっと意味が分からないですから。 

 本当に何度も申し上げておりますけれども、部活動指導員を平日に入れることで、教職員の働き方改

革にも資するはずです。ですから、そこは、いま一度、予算を組む上で、考え直していただけたらと思

いますので、期待して待っています。 

 それから、４ページに移ります。小学校における教科担任制の推進が非常に、私も小学校で、保護者

会などでお話を聞いている中で、教職員の中では、やはり学年全体で生徒一人一人を見ることができて

いるというふうな観点から、非常にいいのではないかと。そこは働き方改革ということではなく、そう

いった支援ができているのではないかというふうなお声があっていいなというふうに思いました。 

 しかし、私たち保護者に聞こえてこなかった点をお伺いしたいんですけれども、例えば授業組みとい

うのがしづらいとか。結局、学年で合わせないといけないわけじゃないですか。教科担任制が増えてく

ると、それが多くなると、３クラスなり、４クラスなり、５クラスなりある中の、クラスの授業の組み

方というのが、そのクラスだけ単体でできるわけじゃなくなってくるので、先生方の都合なんかがつき

づらくなるというような負担というのの声はないのかを、お伺いいたします。 

○指導課長（馬場章夫さん）  そのような声というのは、正直、私のほうでは把握はしていないとこ

ろではあります。この教科担任制による授業の組替えなんですけども、こちら、中学校のほうでは当然

のことながら、当たり前のようにやっているところではあります。そこの部分が小学校のほうがまだ慣

れていない部分というのがあるのかなと思うんですが、ただ、中学校のように全ての教科というわけで

もないので、どのような形で持つかというのは、まだ今の段階では、さほど難しいことではないかなと

いうふうに考えています。 

 この後、完全教科担任制とかというふうになったら、中学校と同じような形になってくると思います

ので。ただ、それにつきまして、中学校のほうがかなり蓄積がありますので、そういったところは連携

しながらやっていくことが可能かなというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  分かりました。中学校と全く違うと思いますので、そこのところは同じと

は考えないで、担任の意味というか、価値というか、子どもたちが担任に対して、例えばよりどころに
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していたりというのは小学生のほうが多かったりするので、そういうところは大事にしつつ、働き方改

革を進めていっていただけたらと思います。 

 それから、学校行事の件です。私としては、こちらは少し残念な面も感じております。長い歳月、私

もずっと小学校の行事を見させていただきました。今年で12年目になりますけれども、その中で非常

に変わってきました。確かに先生方の働き方改革としては、すごくこれが大きいのかもしれないんです

けれども、コロナを機にというところもあるんですけれども、例えば運動会が午前中で終わってしまう

学校も増えましたし、発表会みたいな、学芸会というのは、今はもう非常に少ない学校でしかやってい

ないですよね。 

 昔はいろんな学校で取り組んでいましたが、先生の中での負担が非常に大きいというお声を伺ってい

ました。行事というのは、勉強だけではなくて、いろんな面で、子どもたちが輝ける場でもあるという

ふうに私は考えています。それによって、ふだん、おとなしい子が、それこそ学芸会では主役をしてみ

たりとか、自信がつくきっかけにもなる。そういう教育的効果もあるというふうに考えています。 

 実際に、そこの教育的効果については、先ほど馬場課長もおっしゃっておりましたので、間違いなく

そこの認識はあるというふうに思っているんですけれども、行事はかなり少なくなったと思っているん

です。今後もさらに減らしていくというふうな見通しでいらっしゃいますでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  単なる削減というのが目的ではなくて、もう一度狙いと効果というの

を再度検証する必要があるというふうに考えています。あとは、先生方の働き方改革というところもあ

るんですが、子どもたちの質の向上というところで見た場合に、例えば本当に準備とか練習等の時間、

強度とか、期間とかいうのが、本当に適切なのかどうかという、子どもたちの負担という部分も考えて

みる必要があるのかなと思っています。 

 ですので、単なる削減というところに走ってしまうと、どんどん削っていこうということになってい

くと思うんですが、狙いとか、効果とか、あとは子どもたちへの負担とか、そういったところも全部踏

まえながら、もう一度行事を見直していくということは必要かというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  学校単位での行事って、それぞれ学校運営は校長先生に任せているかと思

うので、違うかなというふうに思います。なので、午前・午後で運動会をやっている学校もあれば、午

前中で終わる学校もあるという認識ですけれども、その辺り、教育委員会としては、これは外してはい

けないという、例えば運動会であるならば、駆けっこは外しちゃいけないとか、そういうような指導と

いうのはなされているんですか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  要は、かけっことか、徒競走とかを外しちゃいけないとか、そういっ

たような指導はないです。学校によっては、個人競技じゃなくて、団体競技のみというふうな形をして

いる学校もありますので、そういうところを、こちらのほうで強制的にこうしなければいけないという

ようなことは、指導しておりません。 

 学校のほうで、まずはその狙いと効果を考えて、行事の中身については決めていくということになり

ます。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  分かりました。行事における教育的効果というのは、ぜひ共有していただ

きたいと思いますので、やみくもに減らすのではなくというところを、よろしくお願いいたします。 
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 最後に、今後のフォローアップとして、課題のある学校への支援、指導というのがあると思います。

現段階で、聞き取りや指導が必要な学校があるのか、どれぐらいあるのか、また、その学校の特色なん

かが見えてきているのかというのを、お伺いしたいと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  学校ごとに様々ではありますけど、こちらにつきましては、どのよう

な課題があるかというのは、管理職のヒアリング等を通じて聞いておりますし、あとは学校安全衛生推

進会議、こちらのほうも開いておりますので、そういったところからの現場の声というのも拾っており

ます。 

 ただ、個別、様々に各学校において、その課題というのは違いますので、その課題について一つ一つ

というような指摘の仕方はしておりません。まずは、共通して見合える部分というのは、先ほどお話し

したとおり、偏りというところとか、あとは経験者のほうに負担が行っているとか、先ほどお話ししま

したけど、若手教員の熱心な取組とかいうのは、大体共通として得ているところですので、その辺りに

ついては、どのように是正していくかという部分を、校長、管理職を通じて、お話はしているところで

あります。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  ここに、課題のある学校への支援、指導というふうに書いています。個別

の案件というよりも、課題のある学校というふうに書いてあるんですけれども、その課題のある学校と

いうのは、今あるんですか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  具体的に言いますと、一番最初のところにもお話をしていますが、時

間外在校等時間におきまして、月80時間を超えている学校、教員というのは、ぽつぽつといますので、

そういったところは、こちらとしても数字としては把握をしているところです。 

 こちらについて、どうしてそのような傾向があるのかというのは、ヒアリング等を通じて話は聞いて

おります。 

 以上です。 

○委員（原めぐみさん）  そうしましたら、個別の教員に対してということですか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  80時間を超えていたりするのは、当然教員ということになるんです

けども、なぜ80時間が生まれてしまっているかというのは、偏りというところでも、学校全体で、組

織として考えていかなければいけないところでありますので、これは管理職のほうの指導、助言という

ような形になってきます。教育委員会のほうから、個別に先生を指導するとかいうことではないです。 

 以上です。 

○委員長（大倉あき子さん）  それでは、質疑の途中ですけれども、11時10分まで休憩に入りたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  休憩します。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  それでは、質疑を続けます。 

 質疑のある方。 

○委員（池田有也さん）  それでは、１点だけ質問させていただきたいと思います。資料の１－２の

２ページのところの働きがいに対する目標についてです。こちら、先ほど報告いただいている際に、事

例として挙げられていた若い職員さんでも、教材づくりを熱心にやられて、時間がかかっちゃう場合も
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あるということでございました。 

 やはり、どうしても時間をかけてでも、子どもにいい教育をしてあげたいという教員の方が多いのか

なというふうに思っております。そういうのもあって、なかなか目標達成できない状況があるのかなと

いうふうに、私は見ていて推察しました。 

 先ほど、原委員からもあったんですけれども、学校行事についても、例えば私の親戚がとある県の学

校事務をしているんですが、ある自治体のほうで学校行事の効率化を目指した動きがあったそうなんで

すが、そこの校長会の反対があって、実行できなかったと。やはり丁寧にやりたいということで、元に

戻ったというふうに聞いております。どうしても学校現場の人たちって、すごく熱心な方が多いので、

時間をかけてでもいい教育をさせてあげたいという方が多いのかなと思います。 

 そうしたことから、満足度について、どうしても時間をかけてでもやってあげたいんだという方にと

っては、ジレンマがどうしてもあると思うんです。その辺りをどのように克服していくのか、方針がも

しありましたら、考え方等をお聞かせいただけたらと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  どうしても教育的に意味があるとか、あとは、ここまでしっかりと子

どもたちのために目指して行いたいとかというのは十分あると思います。だから、大事なところは、し

っかりと大事なまま押さえた状態で、いかに会議とか、ペーパーレス化とかも含めて効率化できるか。

あとは、平準化できるかというのを考えていくところなのかなというふうに思っています。 

 ただ、行事につきましても、教員がやりたいという部分も、それは大事なところだと思うんですけど

も、子どもたちの意見も聞いて、子どもたちが達成感を味わうようなものはどういうものなのかとか、

そういった子どもたちの意見をしっかりと反映させることも大事です。あとは、子どもたちの負担です。

準備や練習等の負担を無視して、先生たちがやりたいことをやるというのは、それはよくないと思いま

す。なので、そういったこともひっくるめて、子どもたちに無理のない形で、なおかつ子どもたちの意

見をしっかりと――やみくもに削減するというんじゃなくて、子どもたちがこういうものに取り組みた

いというものを、いかに耳を傾けてやるかが大事かなというふうに思っております。 

 ですので、そういったところをしっかりと学校内で精査してやること、先生方の気持ちも大事ですし、

そういった子どもたちの負担感とか、効率化も大事だしというところで、全部ひっくるめて精査してい

く必要があるんじゃないかなと思っております。 

 以上です。 

○委員（池田有也さん）  ありがとうございます。ぜひ、今回の事業をきっかけに、熱心にやりたい

という教員の方のやる気がなくなっちゃうようなことは決してないようにしていただきたいです。学校

行事につきましても、家庭の事情によって、いろんなところに連れていくことが難しい家庭もあると思

いますので、そうした視点については、先ほどおっしゃられているように、極力丁寧な質の確保、なお

かつ学校行事につきましても、効率化重視ということではない形で、先ほどおっしゃられたような、し

っかり子どもたちの経験を得られるような取組を引き続き確保することだけは、ぜひ今後もお願いした

いということをお願いして、質問を終わります。 

○委員（岩見大三さん）  先ほどからストレスチェックの話も出ておりまして、具体的に、要は学校

現場で、メンタルをやられる方ということで、基本的には、世間的にも市役所のほうも、最近はメンタ

ル不調になる方が非常に増えているという傾向があると思います。学校現場とも、ちょっとまた別だと

思うんですが、具体的に教職員の方で、何らかの理由によってメンタルに不調を来す方ということに関
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する現状というのは、どのように捉えていらっしゃるでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  残念ながら、メンタルで不調を来す教員は、一定程度、今、プライベ

ートとか、プライバシーに関わることなので、詳しくお話はできないところもありますが、そういった

方がいるのは確かであります。ただ、全てが全て働き方の負担というよりは、以前から、そういった不

調を抱えた状態で教員になっている方や、異動されてきている方もかなりの数いますので、全てがとい

うような形ではないんです。 

 ただ、そういった不調を来す方を１人でも減らしていくために、予防として、確実にこの仕組みを徹

底していくことは大事かなというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（岩見大三さん）  ありがとうございます。メンタルが不調を来す原因というのは、もちろん

個々の理由があると思うんです。例えば職場における、学校現場では考えにくいんですが、例えばパワ

ハラだったりとか、要するにそういう職場内における何らかの要因ということは考えられるかどうかと

いうことと、そうした場合に、学校側としては、不調を来している方に対する具体的な対処というのは、

どういったことを行ってきたかという点について。 

○指導課長（馬場章夫さん）  ハラスメントにつきましては、管理職を含めて研修をしております。

あとは、教員全体にも服務研修等でハラスメントのない職場ということで、それは徹底をしているとこ

ろです。 

 実際にそういったハラスメント等の申出につきましては、学校を通さないでも、直接こちらのほうに

申し出ることも可能ですので、そういったことがありましたら、教育委員会が間に入って是正すること

は可能だというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（岩見大三さん）  分かりました。こういう時代ですので、そういう傾向等、これからもある

かと思うんですが、そうした声をなるべく今の皆さん方、教職員の方の声も聞いていきながら、今後と

も対処していただければと思います。 

 あともう一点だけ、すみません。今回、テレワークの導入推進をされるということで、これ、学校現

場のどういった業務がテレワークということで対応可能なのかなと。その取組について教えていただけ

ればと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  テレワークにつきましては、絶対の決まり事として個人情報を扱うも

のについては、一切禁止ということになっています。ただ、授業準備、教材準備とか、あとは、例えば

行事の要綱をつくったりとか、それから、あとはオンラインで受けられる研修等ありますので、こうい

ったものについては、テレワークで実施が可能というふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（中泉きよしさん）  よろしくお願いします。この資料１－２ですが、これ、まず一読してみ

て、あまり三鷹らしさとか、三鷹の特徴というのが出ていないなあというのが、１つあります。それは、

もちろん、これからの計画というところもありますし、現状ですね。三鷹は、常にコミュニティ・スク

ールを基盤とした小・中一貫教育云々ということを言っていますから、恐らくそれ特有の先生方の働き

方だとか、この時間云々ということでも、成果だとか、課題というのはあるはずなんです。 

 どうも、これだけ見ていると、この三鷹市というところ、名前を外せば、別にここに何々市が入ろう
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と、全部読めてしまうような内容ですので、そこは、ふだん三鷹市の教育はこういうところが特徴なん

だとうたっている、それの表裏の関係、右左の関係で、こういうところにも、もう少し三鷹市特有の成

果や課題というのが書かれてしかるべきかなあと。 

 ですから、これ、読みによっては、国や東京都でテンプレがあって、そこにただ空欄部分に埋めてい

っただけじゃないのと読めますので、そういうところはもう少し丁寧な書きぶりというのが必要ではな

いかなというふうに思っております。 

 それともう一つ、ここで書かれていること、もちろんやらなければいけないこととか、目指さなけれ

ばいけないことはあると思うんですが、大概のことは国や都の教育予算が少ないから出てきている課題

であって、それは予算と人員を増やせば解決するよねということがほとんどなので、三鷹市だけででき

ることというのは限られていたり、予算や人員が増やされていない現状で、これを考えろと言われても

大変だなというのは、こちらも察する部分はあるんですが。 

 そういう根本的な部分を、東京都だとか、政府に対する要望だとか、突き上げというか、そういうこ

とも必要であろうということは理解しつつ、これから幾つか質問したいと思います。 

 これ、最初の１ページの計画の趣旨のところですが、先ほどありました(1)の最後の３行、本計画の

取組を着実に実施することで云々、三鷹市の学校教育の質の維持向上を図りますということで、三鷹市

の学校教育の質云々、維持向上を図りますということと、それを目指す２ポツのこの目標というのが、

あまり合致していないなあと思うんです。ただ単に先生方の時間を削るということと、このアンケート

の数値を改善するということになっておりますので、この趣旨の最後の３行、これは何のためにやるの

かというところと、目標というのをもう少し整合性を持たせる必要があるのではないかということで、

この辺りのところ、何か教育委員会のほうで課題というか。 

 ただ、今回求められているのは、この数字の改善計画なんだというところなのか。その辺りの課題認

識みたいなのは持たれているのか。いや、これはぴったりイコールになっているじゃないかというお答

えなのか、その辺り、読んでいて違和感を感じたもので、お考えをお聞かせいただければと思います。

お願いします。 

○指導課長（馬場章夫さん）  三鷹市の学校教育の質の維持の向上、当然、三鷹市独自の教育という

のも展開をしているところではあるんですが、ただ、それ以外と言ったらおかしいですけども、いわゆ

る一般的な子どもたちの事業とか、あとは健全育成とか、それから、生活指導とか、そういったところ

を考えたときに、こちらの計画のほうで網羅をすることができるのではないかなというふうに考えてい

ます。 

 一番大事なのは、働き方改革によって先生方の負担を少しでも少なくして、子どもたちの指導、子ど

もたちに向ける時間を増やしたいというのが一番大事なところだと思っておりますので、そういう意味

では、この計画を達成することによって、学校教育の質の維持向上というのはできるのではないかなと

いうふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（中泉きよしさん）  だから、三鷹市特有の教育とは別の一般的なところで、これで網羅でき

ると言われちゃうと、さっき申し上げたように、これは別に国や都が定めたテンプレにただ落とし込ん

だだけかなと思ってしまうので、それは三鷹市としての計画としてふさわしいのか、十分なのかという

ことは、きちんと課題認識を持っていただきたいと思います。 
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 それと、例えば、先ほどの(1)の最後の３行、「本計画の取組を」ということですが、ここで書かれ

ていることも、最初の部分を言いますと「教員の最も重要な職務である児童・生徒の教育に力を注げる

職務環境を」云々とあります。こんなのは、当たり前の当たり前で、教育関係者ではない、専門職では

ない私でさえ、これがいの一番だよねと分かるんですが。 

 例えば、わざわざこれを整備し、改めてここに「環境を整備し」ということを筆頭に書かなければい

けないような今の三鷹の現状、それが整備されていないというのは、例えばどういうところにあるんで

しょう。私、中に入っていないものですから、それは教育委員会に伺うんですが。わざわざこれを、今

さらのここで２つ、筆頭に挙げざるを得ないような現状というのは、どういうところがあるんでしょう

か。 

○指導課長（馬場章夫さん）  実際に、国が今回の給特法の改正で示している時間外在校等時間、こ

の30時間に達していないということにつきましては、改善をしていかなければいけないところがある

という認識です。 

 環境改善につきましては、先ほどもお話し申し上げたとおり偏りというのがあります。しっかりと在

校等時間が調整できている教員もいれば、そうではない、全員が負担がというよりは、そこに凸凹があ

るというのは、データを見てもはっきりしています。それは、先生方が働いている環境に何らかの不備

があるということだというふうに考えています。そこは、偏りという部分が一番大きなところではない

かなというふうに考えているところと、負担を生じるような行事とか、そういった仕組みがまだまだあ

るのではないかなと。これも、先生方が働く環境では、改善していかなければいけないところだなとい

うふうに考えています。 

 まずは、この凸凹の部分がもう起きているというのははっきりしていますし、30時間を結果、上回

ってしまっているというのは是正していくところだと。それは全て環境を整えるということで、改善し

ていくことではないかなというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（中泉きよしさん）  最初に申し上げたとおり、全てとは言いませんが、予算やお金をつけれ

ば解決するのが多いよねという認識なんですが。それをしないで、じゃあ、時間を削ることになると、

それはもちろんブルシット・ジョブのような、やらなくてもいいような仕事というのは山ほどあります

よ、アンケートだとか、何だとか。でも、その原因を作っているのは、文科省と教育委員会であって、

別に現場の先生方の責任ではないと。これも全てとは言いませんよ。構成比として多いんじゃないかと

いうことがある。 

 だから、それは後ろで、先生がやらなくてもいいことは、やらないようにしましょうとありますが。

例えば今お答えいただいたように、２ページの上から３行目に、在校時間が長い教員が固定化している

傾向がある云々というのがあります。これは、私も大体、民間の企業でもそうですよ、組織でもそうで

す。ただ、それがなぜ固定化しているのかというのが、一人一人のキャラクターだとか、事情を見てみ

れば、それはその人が仕事が遅いからなのか。 

 でも、遅くても、時間になったから帰っちゃうという人もいれば、遅くても、責任感が強くて、残っ

てでもやろうと、私は時間がかかってもやろうという場合と。もう一方は、これと真逆で、仕事がとて

もできると。仕事ができるから、この仕事はあの人にやってもらえば、きっといい結果が出るよねとい

うことで、仕事が集中してしまうということがあると。 
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 それ、人の特性とかということで見ると、真逆なんですが。ただ、在校時間が長い教員が固定化して

いるという言葉でくくってしまうと、同じ結果で出てしまうということがある。先ほどの、のろいから

と、できるからということでいうと、どちらの人にしても、やりがいを持ってやっている人と、何だか

なあと思って、やりがいじゃなくて、やらなきゃいけないのかなあということで、追い詰められてやっ

ている人ということがあると。 

 そうすると、これ、次の目標のところで出てくるライフ・ワーク・バランスの数値では恐らく真逆で

出てくるんだろうなと。ストレスチェックのところ、高い、低い、真逆で出てくるということがありま

す。そういうことでいうと、マトリックスで見ると右左、上下で見ると、できる、できない、やりがい

ある、やりがいないで見ていくと、今私が簡単に分けた、どういう性質の人が、どういうやりがいがあ

るのか、ないのか、できているのか、できていないのかなどで、マトリックスで把握できているのか。 

 そうじゃないと、ただ、ばさっと30時間ということで来ていると、これ両方とも帰れということに

なってしまうし、いやいや、責任感のある人はタイムカードを押した後もやらなきゃいけない。先ほど

から幾人もの委員からも出ているように、タイムカードを押した後、残る。残るのも怒られるから、持

って帰るということになりますが。 

 この辺のところ。もう少し固定化しているのは分かりますよと。だけれども、その中身について、一

人一人恐らく違うだろうから、先ほどもありましたけど、やりがいを持ってやっている人のものまで削

ってしまうというのがいいのかというのも含めて、丁寧に、これは既に見えているのか、これからどう

見ていくのかということを伺えればと思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  委員がおっしゃるとおり、マトリックスというところがあればいいん

ですけど、そこまでは把握はできていないところです。ただ、やりがいの部分というのはすごく大事な

ところではあるんですが、先ほど、やれていない人とか、できない人というような話もありましたけど

も、育成というのも、学校の中では非常に重要なところで、いかにして育てていくかというところも、

学校の世界の中では本当に今、重要視されているところ。 

 特に、若手の教員が今どんどん入ってきている状況の中で、その中でベテラン教員に頼っている部分

というのは非常に多いです。その中で平準化していくためには、ベテラン教員ができるし、その人がや

ったほうが早いという、正直現状もあったりするんです。ただ、そのままでは偏りはできたままですし、

それから若手教員の育成という部分については課題として残ったままですので、この先生に頼んでおけ

ば早いし、できるしという部分をスライドさせて、若手教員とか、できない先生をいかに育成していく

かというのは、大事な課題だと思っております。 

 それは単純に80時間を減らしていくというところだけじゃなくて、学校の組織として重要視してい

かなければいけないところだというふうに考えています。私も去年まで中学校の校長でしたので、そう

いう傾向があって、その部分では非常に大変なところだったというか、悩んでいたところではあるんで

す。学校、今、若い教員がどんどん採用されている現状の中で起こっている実態でありますので、その

解決をしっかりと並行してやっていくことが、時間を減らしていくことの一番大きなところではないか

なというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（中泉きよしさん）  ありがとうございます。人材育成が学校の世界で大事だって、それは学

校の世界だけじゃないんですよ。民間企業もそうだし、民間企業は、逆にそれができなければ倒産して
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しまいますから、それは死にものぐるいですよ。そういうところはどういうことをするかというと、マ

トリックスで把握するんですよ。誰がどういう状況だから、こうしなきゃいけないというのを把握する

ので、それは学校の世界は大切だということが前段に出てくるんだったら、そこはもう少し丁寧に把握

する。 

 今までされていないということであれば、これから、これを改善するためには把握したほうがいいの

ではないか。もしくは、もっと強く言えば、把握してもらわなければ、恐らくこれは本当に数字を達成

するためにばさっと切って、30時間達成しました、これ、達成しましたとなってしまいますから。そ

れは、教育の質を落とさずに、もっと言うと、向上を図りながらやるというのは、そこは一つ一つの把

握が必要ではないかということは申し上げておきます。 

 １ページ目の下段、(2)の本市の現状というところに戻りますと、数字データというのは、これだけ

見てもなかなか分からないんです。私、何回もここで言っているから、またかよと思うかもしれません

けど、データって短期、単独で見せられても、分からないんです。長期の中でどう推移してきたのか。

だから、これ30時間を目指す中で、令和５年度が、例えば小学校でいうと38時間あったのが36時間、

先ほど減っていますねということでしたから、それがずっと続いているのは、だったらいいじゃないと

なるんです。わざわざこんなペーパーは要らないよとなるんですが、そうじゃないねと。 

 きっと20年前なのか、30年前は、25時間、30時間だったんでしょうと。それが、いろんなブルシ

ット・ジョブがぐっと増えてきて、50時間になっちゃって、これじゃ、先生方、もたないよねという

ことで、30時間を目指しましょうということでやってきて、今減っていますよねというトレンドなの

か。もともと昭和の先生方というのは熱血で、80時間残業をやっていたんだよと。それが今、減って

きているんだよというようなトレンドを見せてもらわないと。 

 これ、この３年だけ見せられても、賃金アップがＧ７の中で去年はトップだったと言っても、いえ、

30年で見たら、トップからペケに落ちたんだよという、どこかの例えと同じように分からないんです

よ。だから、こういうデータというのは、長期の中で、あとほかとの比較、どの位置にあるのか。これ

は、東京都の平均と比べるとどうなのか、近隣市と比べるとどうなのかと、見せてもらわないと。これ、

月45時間を上回る割合、35.4％を見せられても、そうですか、このぐらい低いんだったらいいですね

と言っていいのか、それとも、こんなに高いのって言っていいのか分からないんですよ。 

 だから、時間的推移と、今の時点で、周りと比べてどの位置にいるのかというデータが示されて初め

て、これを評価できるので、それをぜひしていただきたいということはお願いします。それが見えて初

めて、次の２ポツの目標の30時間というのが正しいのか、ゼロ％というのが正しいのか、ストレスチ

ェック100以下が正しいのか、この80％の満足度。 

 次の括弧の中、米印の２、58.4％というのが参考値、令和４年度都立学校教員勤務。都立学校とい

うと、先生方、分母がどのくらいいるのか知りませんけど、市立学校と都立学校、どっち。これ、都内

じゃなくて、都立というと、僕はどのくらい教員がいるのか知りませんが、そんな小さな分母の数値と

比べて意味があるのかというのは、よく分かりませんが。 

 それが、さっき申し上げたように、これを見ると、全部これ目標、平均よりも上回っちゃっているよ

ねと。それがなぜ三鷹特有の全て平均を上回っている。それは、先ほど私が聞いた、ひょっとしたらコ

ミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育で、先生方の負担が多くなっているのではないか。

それは、先ほど来、ほかの委員からも出ているように、コミュニティ・スクール委員とのコミュニケー
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ションが大変なんじゃないか、あれが大変なんじゃないか、これが大変なんじゃないかってあるんじゃ

ないかと。 

 それは、私は中の人間じゃないから分からないので、ここに同時に示していただくことによって、こ

の課題があるから、３ページ以降の４ポツのこれからやっていく措置、これが生きてくるんだよという、

右と左がないと、いきなり４ポツ以下に、これからこれをやるよと言われても、これが果たして本当に

三鷹の教育事情、先生方の働き方改善に利いてくるものなのかどうか、全然分からないんですよ、現状

の課題が見えないから。 

 その辺りがこれだけ示されても、なかなか難しいなあというところがあるということで、すみません、

短いんですが、これで終わりにしましょう。 

○委員（前田まいさん）  よろしくお願いします。私も今、中泉委員の質疑を聞いていて、あと石井

委員のところも共感するところがたくさんあったので、ちょっと重複してしまうかもしれませんが、質

問したいというふうに思います。 

 まず、今、数字の出し方というところでは、私も３年間だけでは見えないなというふうには思ってい

ます。あと、都内でどうなのか、どの程度三鷹が頑張っているほうなのか、あるいは課題として大きい

ほうなのかということも、特に多摩地域周辺自治体と比べてどうなのかというところまでが見えないと、

単純に国の示した30時間オーバーということは分かるけれども、そもそも私も人員確保が最大の課題

だというふうに思っていますので、そういうところとも結びつけて考えると、１、(2)、本市の現状と

しては、もう少し網羅的な現状把握を記載していただく必要があったというふうに思います。 

 できれば、本当に修正を図っていただいて、もう一回議論したいぐらいには思っているんですけど、

スケジュールを見ると、そういう流れではなく、今日ここでの質疑を経て公表ということなので、それ

でいいのかなというのは疑問を呈したいというふうに思います。 

 校務支援システムがコロナ頃導入されたかと記憶していますが、それによって、こういう時間外時間

というのも着実に把握できるようになったんじゃないかなと思っているんです。少なくとも、その頃か

ら比べて、着実にこの時間は減ってきたのか、コロナもあったので、その時間って逆に、比較対象にな

らないのか、ちょっと分からないんですけども、もし分かれば、その辺りの数字を御紹介いただきたい

と思います。 

○指導課長（馬場章夫さん）  校務支援システムが導入されたところからデータは確認をできていま

すので、そちらのほうをお話をさせていただきます。令和元年度からの数字ということになるんですけ

ども、令和元年度は小学校のほうが月平均、時間外が47時間29分。月45時間を上回る割合は51.1％。

月80時間を上回る割合は11.1％。中学校は、令和元年度が月平均が47時間00分で、月45時間を上回

る割合は50.1％、月80時間を上回る割合は11.1％。 

 これ、令和２年度から令和４年度まで、全部お話ししたほうがよろしいですか。令和２年度はコロナ

がありますので大分落ちるんですが、どうでしょうか、お話ししたほうがいいですか。 

 時間的なところで言いますと、月80時間を上回る割合は、小学校だと11％から、令和３年度には

６％になり、令和４年度は５％になっています。中学校も、令和元年度が11％、令和２年度が7.3％、

令和３年度が5.7％、令和４年度が4.7％ということなので、時間としては、時間外在校時間の割合は

大分少なくなってきて、先生方の働き方改革というのが進んでいるという実感はございます。 

 以上です。 



[速報版] 

 －27－ 

○委員（前田まいさん）  ありがとうございます。そこまでの数字を出してもらって、コロナなりの

特別事情を欄外に書いてもらうことで、この間、逆に私は、三鷹は頑張っていると思っているので、留

守電を入れたりとか、細かな対応もしてきていると思うので、そこも見える化したほうがいいんじゃな

いかなと思ったんです。 

 計画の趣旨の冒頭にある、三鷹市立学校における働き方改革プランというものもありますが、それも

ありつつ、この４年間はこの計画で重点課題として置いたものをやるというふうに捉えたいとは思うん

ですけど。あと、働き方改革プランのほうも平成30年ということなので、この給特法の成立も受けて、

国から特にこの時間の短縮を求められているという中では、働き方改革プランの改定なり、更新という

のは検討されないんでしょうか。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  御指摘のとおり、三鷹市立学校における働き方改革

プランは、平成30年に策定をしたものでございます。取組の方向性、具体的な取組などを掲げて、業

務改善、学校の指導体制の整備等を計画的に進めてきたというふうに思っております。プラン自体は現

状も有効なものでございまして、教育ビジョンでも、同プランに基づいて取組を推進するということを

掲げているという状況でございます。 

 一方で、今回の業務量管理等計画でございますけれども、委員御質問のとおり、法律の改正附則なん

ですけれども、国が令和11年度までに、教員の１か月時間外在校等時間を平均30時間程度に削減する

というような目標数値を規定したことも踏まえまして、法律の義務づけを受けて、時限を区切って策定

をしているというような状況でございます。言わば働き方改革プランの実施計画として、位置づけられ

るものだというふうに考えております。 

 ただ、御指摘のとおり、働き方改革プラン自体、有効とは言っても、平成30年の策定ということが

ございますので、目標など、内容に時点修正が必要な部分もあるということでは認識しておりますので、

改定については今後の課題ということで捉えているところでございます。 

 以上です。 

○委員（前田まいさん）  逆に実現できたところも結構あるんじゃないかなというふうにも思ったの

で、プランの中で更新が必要ではないかなというふうにも思いました。そうすると、これは４年間の計

画期間で、その後は、これは計画としては持たなくていいということになるのか、どうなんでしょうか。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  現状、国の法改正、また法律の改正附則においては、

政府においても、令和11年度までの目標数値を掲げてということになっております。計画を進めてい

って、目標の達成というのがどういう状況かということによって、また国のほうでも今後の対応につい

て検討されるものと思いますので、この計画期間の後についてはそれに応じて考えていくものかなとい

うふうに思っております。 

○委員（前田まいさん）  そうすると、みんなを時間外30時間以下にするということは、４年間で

達成すべき目標として掲げていらっしゃるのか。原則として、そうしなきゃいけないぐらいの、でも、

実際には多分無理だろうなみたいな、教育委員会の正直な所見を伺いたいんですが、いかがでしょうか。 

○教育委員会事務局教育部長（髙松真也さん）  法律の改正附則においても、政府としてもこうした

取組をするんだという中には、教育職員１人当たりの担当する授業時数の削減ですとか、公立義務教育

諸学校の学級編制、教育職員定数の標準に関する法律に規定する教職員定数の標準を改定することとか、

様々、政府としての取組を掲げられているところでございます。国の取組、東京都の取組、また、それ
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と連動しながら市の取組も併せて進めながら、ぜひ目標達成に向けて、しっかり取組を進めていきたい

という考え方でございます。 

○委員（前田まいさん）  確かに月40時間とか、80時間を上回る割合というのは、すごく努力され

て、減ってきているというのは思うんですけど、でも、月平均で全体で見ると、８時間なり６時間は既

にオーバーしていると。そういうことを見ると、これを４年間に30時間以下までにするとなったら、

私も人を増やすしかないだろうなとも思うんです。この計画には、そもそもそこもないので、人員確保

というか、増員というような位置づけもやってもらえるのかというのが見えないのが、非常に残念。 

 あくまで時間短縮というところにフォーカスし過ぎてしまっていて、ほかの委員からも出ていました

けども、どうなのかなというふうには思ったところです。人員確保が私は最大の課題だと思っていて、

特に正規の教員がきちんといない。講師だったりすれば、部活とかもあまり担当できないかと認識して

いるんですが、ちょっとどうか分かりませんけど。 

 そういったこととか、あと産休代替が見つからないとか。最近では、小・中の乗り入れ授業の後補充

がいないというようなことでいうと、私もこれは本当に乗り入れ授業はどうかと思っています。回数を

減らすって、先ほど石井委員もおっしゃっていましたけど、これは本当にぜひやるべきだというふうに

思います。人員確保について、まず教育委員会として今後どう取り組む方向性なのかを、お伺いします。 

○指導課長（馬場章夫さん）  教職員の定数につきましては、基本的には国のほうが教職員定数の標

準に関する法律等に基づいて定めているものであります。ですので、制度上、教育委員会のほうで、正

規教員を増やすというのはなかなか難しいところだとは思うんです。ただ、こちらにつきましては、都

からのヒアリング等もありますし、様々な場面を通じて、東京都を通じて、正規教員についての拡大と

いうか、増員については求めておりますので、引き続き、こちらのほうはしっかりと声を出していきた

いというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員（前田まいさん）  やっぱり私は、給特法自体が問題だと思っています。結局、時間外労働と

いう部分は教員の自主的な勤務というふうに、引き続き位置づけられていて、時間外手当も出さないし、

本来、教員の求めている法整備ではなかったというふうに、私は認識しています。国や都の決まった中

での人員確保しかできないという面もあろうかと思うんですけど、別途、三鷹の教員として働くとイン

センティブがあるような仕組みとか、教育委員会、市教委としても何か工夫できるものというのはぜひ

やってもらいたいなと思います。逆に言うと、やっぱり三鷹市独自でやっていて負担になっているもの

というのは、減らしてもらいたいというふうに思います。 

 それから、なぜ時間オーバーになっているのかという、これまでも質疑がありましたけども、そこの

分析や調査はこれからなんだろうというふうに思います。気になったのは、ベテランから若手への教員

の育成ということも課題だということなんですが、そうすると、全体的に時間外が多いのはベテランに

偏っているというふうな分析というのはできていますか。それはむしろ、世代関係なくなんでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  何か正確な数字を把握しているというわけではないんですが、先ほど

お話もさせていただきましたが、管理職に話を聞くと、若手の教員が授業準備等で熱心にやって、遅く

なったりとかいうようなこともありますし。先ほどのベテランとのお話もありますけども、効率的な部

分とか、どのように仕事を進めていくのかという部分について、ベテランから若手のほうに下りている

のかというようなところは、しっかりと確認していかなければいけないところではないかなというふう
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に思っています。 

 ですので、必ずしも全てがベテランとかいうことではなくて、部活動を持っていたりとかいうような

こともありますと、当然若手の教員も部活動を持っていたりしますので、ベテランだけが時間の負担を

負っているということではございません。 

 以上です。 

○委員（前田まいさん）  分かりました。それと、今出ました部活動ですけれども、これ、そもそも

が教員の仕事じゃないじゃないですか。勘違いされている方も多いかと思うんですけど、それこそ本当

に教員の皆さんが自主的にやってくださっているというふうに思うんです。土日は少なくともというこ

とで、支援員を確保したりということもされていますが、今後、いずれは原則、教員の仕事としないと

か、そういう方向性を三鷹市教育委員会として持つということは、考えていらっしゃるんでしょうか。 

○指導課長（馬場章夫さん）  部活動につきましては、今どのように変えていくかということで、

様々な取組をしているところです。地域の方に持ってもらっている合同部活動とかいうのもございます

し、様々な選択肢ができるような形に整えているところです。 

 これは、今後の検討ということになりますけども、部活動を包括的に見ていくような組織みたいなの

をつくっていくということも、検討の中にはありますので、そういったことも進めながら、今後、三鷹

市の部活動をどうしていくかというのは考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員（前田まいさん）  私も別に部活をなくせということを言いたいわけじゃなくて、それは本当

に原委員もおっしゃったように、子どもたちのためにはあったほうがいいようにも思うし、体験格差の

問題もあるので、部活そのものを否定しているわけじゃないんです。それが教員の仕事となっていると

いうことを、改めて見直さなきゃいけないんじゃないかなというふうにも思っています。 

 民間委託みたいなことになってくると、費用面の心配等はあるんですけど、教員の働き方ということ

でいうと、ここはそろそろ本格的な検討というか、議論を教育委員会の中でもしていっていただきたい

なというふうに要望したいと思います。 

 それから、７月の間に組合のほうにも情報提供をされたようですけれども、組合のほうからどのよう

な意見が出され、要望など出されたか、お伺いします。 

○指導課長（馬場章夫さん）  組合の方からは、まずテレワークの推進については、非常に好意的に

認めていただいて、ぜひ推進していただきたいという話を聞いております。 

 あとは、こちらのほうの取組について様々な取組を考えているようだけども、まずはこれをしっかり

と実現をしてほしいと。要は机上のものだけに終わらせないで、しっかりと達成できるようにしてほし

いというような要望、御意見をいただいております。 

 以上です。 

○委員（前田まいさん）  まさに、本当にこれが単なる目標にとどまらないで、着実に減らしてきて

はいますけれども、計画が着実に実行されるようにというふうに思います。 

 それから、小学校における教科担任制については、先ほども指摘がありましたが、私もこれは本当に

小学校と、中学校と、子どもたちの成長の度合いとか、あと、これまでの長い日本における６年、３年

でやってきた学校教育の文化とかを踏まえると、小学校では担任の先生と子どもたちが密に一緒にいる

ということが大事だというふうにも思うし、この教科担任制というもの自体が効率化というふうにも言
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われますけれども、一方で、負担が増えるという声もあるのは教育委員会も御承知だというふうに思う

んです。 

 現状として、今小学校で何年生からどういった教科を既に教科担任制にしていて、どこまで広げるつ

もりなのか。特にこの計画期間の間に具体的に広げるつもりでいるのか、お伺いします。 

○教育施策担当課長・教育支援担当課長（星野正人さん）  昨年度、学校から出してもらった今年度

の計画に基づいてお答えすると、小学校高学年はほぼ全校15校をどこも全部で実施しています。中学

年が１校だけ、学校規模とか担任の関係性があって、やれていない学校はありますけど、中学年も三鷹

の学校はほぼできているというのが現状です。低学年にもちょっとやっている学校が１校ぐらいありま

したけど、現状値だと、三鷹の学校は中学年からほぼ教科担任制をやっているという状況です。 

 教科としては、体育と、理科と、社会が多いかなというのが現状になっています。 

○委員（前田まいさん）  じゃあ、国語、算数なんかはしっかり見ようということが、逆にあるんだ

なというふうにも思いますし、学校規模にもよるというふうに思うんですよね。 

 個人面談になれば、全教科のその子がどうだったかというのは、担任が保護者にも伝えなきゃいけな

いわけだし、そういう情報共有がむしろ増えるんじゃないかということも指摘されているので。これが

授業準備とかいう点では時間を減らせるのかもしれないんですが、全体的に見たときに、本当にそれが

一人一人の教員なり、担任の負担なり、時間を減らせているのかというと疑問もあるので、ここを数値

化するのは難しいのかもしれませんが、小学校における教科担任制の推進ということには賛成できない。 

 特に、時間の問題だけじゃなくて、子どもへの教育的効果ということでも、教員の子どもへの向き合

い方という面でも、問題があるということは指摘したいというふうに思います。 

 それで、これは今後、報告、公表というのは、どの程度。各年度の今もやっている事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価の中では、この計画に掲げられた、特に４番に掲げられた実施する措置の内容

の進み具合というのは、執行状況の点検評価で見えてくるんでしょうか。あるいは、これについては、

別途きちんと報告、公表がなされるのか、確認します。 

○教育委員会事務局教育部調整担当部長（寺田真理子さん）  おっしゃるように、点検評価の御報告

の中で、こちらは御報告させていただきます。毎年の点検評価報告書の中に、例年、学校における働き

方改革の推進という項目も入れてまいりましたが、今後は、この計画の実施状況、目標の達成状況につ

いて、詳しく御報告させていただく予定です。 

○委員（前田まいさん）  ありがとうございます。プランの改定・更新もぜひ検討していただいて、

もう少し長期的に三鷹の努力が見えるようにしていただきたいということと、それを踏まえての方向性

が見える形にしていただくよう求めて終わります。ありがとうございます。 

○委員長（大倉あき子さん）  よろしいでしょうか。 

 以上で、教育委員会報告を終了いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  休憩いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  管外視察について、本件を議題といたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  休憩します。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  管外視察について、お手元に配付した行程案のとおり進めてまいりた
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いと思いますが、これに御異議ありますでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 なお、視察先やバス会社等との調整に伴い、時間につきましては若干前後することがありますが、あ

らかじめ御了承をお願いいたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  次回委員会の日程について、本件を議題といたします。 

 次回委員会の日程については、次回定例会の会期中とし、その間必要があれば委員長に御一任いただ

くことにしたいと思いますが、これに御異議ありますでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

○委員長（大倉あき子さん）  その他、何かございますでしょうか。 

○委員長（大倉あき子さん）  休憩いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  委員会を再開いたします。 

○委員長（大倉あき子さん）  その他、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 いいですね。 

 それでは、本日はこれをもって散会したいと思います。お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 


